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   Two cases of rare metastases from renal cell carcinoma re reported. The first case was in a  44-
year-old man presenting with left exophthalmos. Radiological examination revealed left renal tumor 
with metastases to paraaortic lymph nodes, left orbit, bone and lungs. Radical nephrectomy was 
performed. Pathological diagnosis was renal cell carcinoma, pT3aN2M1. The patient died of 
widespread pulmonary metastasis 5 months postoperatively. The second case was in a 59-year-old 
man with a complaint of tongue tumor. Histopathology of the enucleated tumor was suggestive of 
metastatic renal cell carcinoma. Computed tomographic scan revealed left renal tumor with regional 
lymph node metastasis. No other metastasis was found. Radical nephrectomy confirmed the 
pathological diagnosis of renal cell carcinoma,  pT3bN1M1. He has been treated with interferon-a 
and has been free of recurrence for 10 months postoperatively. 
                                            (Acta Urol. Jpn. 43: 647-650, 1997) 
























46.7×104/mm3,赤沈100mm/H,血 液 生 化 学 検
査;GPT451U/1,γ一GTPI311U/1,ALP6581U/1,
CRP22.2mg/dl以外 異常 所 見 はな かっ た.凝 固検
査;PTI3.9秒,APTT38.2秒,Fbg881mg/dl,尿
沈 渣;蛋 白(±),糖(一),RBC3～5/hpf,WBC
1～3/hpf,尿細胞診;陰 性,腫 瘍マ ーカー;CEAO.6
ng/ml(<5.0),NSEl3ng/ml(〈10),SCCO.3
ng/ml(〈1.5),
画像 所見:IVPで は左 腎孟 腎杯 の著明 な圧 排像 を
認 め,腹 部CTで は左 腎中極 に内部不 均一 な腫瘤 と
傍大動 脈 リンパ節 の腫脹 を認めた(Fig.1).MRIに
おいて も同部位 にCTと 同様 の所 見 を認 めたが,左
腎静脈お よび下大静脈内 に明 らか な腫瘍塞栓 は認 め ら
れなかった.頭 部CTで は左眼窩 に径約2cmの 腫瘤
を認め左 眼 球 を前 方へ 圧迫 して いた(Fig.2).胸部
X線 お よび胸 部CTで は両下肺 野 に微 小 な多発性 肺
転 移巣 を認 めた.骨 シ ンチ グ ラフ ィーで は全身骨 に
RIの 異常 集積 を確 認で きた.選 択的左腎動脈造 影で
は左 腎中極 に血管増生 を伴 う腫瘍陰影 を,静 脈相で腫
瘍濃染像 を認 めたが,腎 静脈 内に明 らかな腫瘍塞栓 は
認 めなか った.
以 上 よ り,腎 細胞 癌T3aN2Ml(眼窩,骨,肺),














摘 出標本所見:重 量 は1,280gで,腫瘍 割面 は淡褐
色で一部嚢胞状であ った.
病理組織学的所見:好 酸性 で微 細穎粒状 を呈す る腫
瘍細胞が管状 ・小嚢状の腺腔形成 を伴 う胞 巣構 造 をつ
くってお り,術 後 病理診 断 はrenalcellcarcinoma,
tubulartype,commontype,granularcellsubtype,
G2,INFα,pT3aN2M1,pVOであ った.
術後経過:術 後早期 に骨転移部 に一致 した腰 椎の病
的骨折が 出現 し離床す ることな く歩行不能 とな り,イ
ンター フェロ ン γの投与 を行 うも両側肺 転移巣 の増




家族歴:特 記すべ きことな し
既往歴:35歳時,胃 潰瘍で 胃亜全摘術,
現病歴:1995年10月頃よ り舌腫瘤 を自覚 していたが
放置 していた.1996年2月頃よ り徐 々に増大 して きた
ため同年3月8日 に当院耳鼻科受診.舌 根部正 中に径
約2cm大 の腫瘤 を認め(Fig.3),舌腫瘍の診断 で同
年4月1日 に腫瘍核 出術 を施行 され,病 理組織学 的に
細 胞質 に富 んだclearcellcarcinomaであ るこ とが確
認 された.組 織学 的類似 よ り腎細 胞癌 か らの転移が強
く疑われ当科紹 介,精 査 の結 果左 腎腫瘍 と診断 し,同
年5月2日 に手術 目的で転科 とな る.
入院 時現 症:全 身状 態 は良好 で あ るが,身 長166
cm,体重59kgと やや痩せ てい る.左 側 腹部 に腫瘤
は触知せず.上 腹部に手術痕あ り,そ の他 は胸腹部 に
理学 的異常 を認め なか った.表 在 リ ンパ節 に腫 脹 な
く,外 陰部や直腸指診 にも異常 を認 めなかった.
入 院時 検 査成 績:血 液検 査;WBC6,000/mm3,
RBC3.68×106/mm3,Hb9.7g/dl,Ht31.6%,Plt
45.6×104/mm3,赤沈126mm/H,血 液 生 化 学 検
査;TP6.3g/dl,Alb3.2g/dl,ALP3841UII,
CRPll.7mg/dl以外 異 常 所 見 はな か った.凝 固 検
査;PT14.4秒,APTT62.6秒,Fbg959mg/dl,尿
沈 渣;蛋 白(一),糖(一),RBCO/hpf,WBC1～
3/hpf,尿細 胞診;陰 性,腫 瘍 マー カー;IAP1,860
μg/ml(224-・556),BFP84ng/ml(<75),フェ リチ
ン314ng/ml(15～220).
画像 所 見:IVPで は著明 な左 腎孟 腎杯 の変形 お よ
び圧 排像 を認 め,腹 部CTで は左 腎上極 に 内部 不均
一 な腫 瘤 と腎門部 リンパ節の腫脹 を認 めた(Fig.4).
MRIで は同部 位 にCTと 同様 の所 見 を認 め る以外
に,左 腎静脈 内に腫瘍 塞栓 の存 在 を疑 わせ る所見 を認











めた。選択 的左 腎動脈造 影で は左 腎上極 に血管増生 を
伴 う腫瘍 陰影 を,静 脈相 で腫 瘍濃染像 を認 めたが,腎
静 脈内 に明 らか な腫瘍 塞栓 の存在 は確 認 で きなか っ
た.
以上 よ り,腎 細胞癌T3bNIMI(舌),Vlbと 診 断
し,1996年5月13日に経腹 膜 的左 腎摘 除術 を施 行 し
た.
摘 出標本所 見:重 量 は664gで,腫 瘍割 面は黄褐色
で充実性 であ った.
病理組織 学的所見:淡 明細 胞が胞巣状 か ら管状 に密
に増 殖 して お り,術 後 病 理 診 断 はrenalcellcarci-
noma,alveolartype,commontype,clearcell
subtype,G2,INFβ,pT3bNIMI,pVlbであ っ
た.舌 腫 瘍組織像 と摘 除腎癌 組織像 を示 す(Fig.5).
どち らも淡 明な胞体 を有 する腫瘍細胞 が胞 巣状 か ら管
状 に増殖 し,組 織学 的類似 よ り腎細胞癌 か らの転移 と
診 断 した.
術後経過:術 後約2週 間 目よ りインター フェロン α
の投与 を開始 し,術 後10カ月 目の現在 も画像上,舌 以









り,そのうち約70%が眼窩転移 より発見 されてお り,
眼窩転移に関 しては転移巣か らの発見の方が多い3'6)
これに対 して舌転移についての報告例 は,本 邦では
自験例を含めて15例,外国文献例では10例であり,そ
のうち舌転移より発見されたという報告は自験例以外





分枝す る眼動脈 の角度 と狭い入 口部が問題であ る.ま
た,転 移巣 の成立 には遊離 した腫瘍 細胞 よ りも腫瘍塞
栓が必要で ある と言 われてい るが,こ の こ とか ら眼転
移が成立す るためには肺転移巣が必要であ ると考 え ら
れる.事 実80%以 上 に肺転移 を合併 している との報
告 もある.ま た,肺 転移 を伴 わない場合 は椎骨静脈叢
で あるBatson'splexusを経 由 して眼転移 が生 じる と
言 われ てい る12・13)眼転移 が存在 す る ような状 態で
は,通 常他臓器への転移 もあ るため予後 は一般 に不良
である.眼 転移 による症状 は視力低下.腫 瘍認知,結
膜充血,眼 痛,緑 内障 などで あるが部位 によ り若干異
なる12)
腎細胞癌 の舌転移 の症状 は,出 血,嚥 下障害,呼 吸
困難,疹 痛 などで,特 に腎細胞癌 の転移の特徴 は易 出
血 性で あ るこ とと言 わ れてい る14)ま た,腎 細胞 癌
のclearcellsubtypeは,唾液腺原発 のclearcellcar-
cinomaとの鑑 別が必要 とされてい るが以下 の理由で
腎細 胞癌 の転移 と判断 した,①clearcellcarcinoma
の好発部位で ある大唾液腺 は正常であ り腫瘍 は舌根部
に 限局 して い た.② 原 発 性 舌根 部悪 性 腫 瘍 の 中で
clearcellcarcinomaの頻 度 は きわめ て低 い.③ 同一
の組 織像 を もつ 腎細胞癌 が存在 して いた15・16)舌転
移 は全 身へ の転移 の一表現で あ り,発 症すれ ば予後 は
極端 に不 良で,死 亡 まで の期 間はほぼ半年以内 と推定
される1・17)本症例(症 例2)で は,術 後10カ月 目の
現在 も画像上,舌 以外 に遠隔転移 の所見 はな く,今 後
さ らなる経過観察 を して い きたい と考 えて いる.
最後 に本症例で は,両 者 ともに遠隔転移があ ったが
腎摘 除術 を施行 している.こ れは当科で は,腎 細胞癌
の免 疫学 的特徴 よ り根 治性 は な くて も腫瘍 のreduc-
tionと補助 療法 と して のイ ン ター フェロ ンの効 果 を
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